
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

ＪＡ京都中央 ２０２１年２月１６日 №5３６ 作成者 久光 裕加里 

―ＴＡＣ information―  

 立春を過ぎましたが、まだまだ寒い日が続き、冬野菜の収穫や管理、春野菜の種まきや植え付けの準備

をする頃となりました。 

当ＪＡ管内では、季節によって様々な作物を栽培していますが、その中でも管内で栽培されている京野

菜（酒米含む）についてクイズを５問出題します。○×でお答えください。 

 

 

問１．九条ねぎが京都で栽培されたのは８００年ほど前からである。 

問２．花菜は切り花として利用されていた。 

問３．食用たけのこの代表である孟宗竹は九州に導入され、日本各地に広がった。 

問４．みず菜にはビタミンＥや食物繊維が豊富に含まれている。 

問５．酒米「祝」の栽培は一度途絶えている。 

問１． × 今から１３００年ほど前。和銅４（７１１）年に京都で栽培との記録があり、その原種は浪速

（大阪市）から導入されたと言われている。 

問２． ○ 古くは燈火用の油を絞る用途であったものが、伏見桃山地区でさらに切花用にと栽培され、近

年になって花茎を野菜として利用されるようになった。 

問３． × 今から１２００年ほど前の弘仁年間（８１０～８２３年）に現在の長岡京市にある海印寺寂照

院の開祖道雄上人が唐から持ち帰ったとされている。 

問４． ○ その他カルシウム、カリウム、ビタミンＣも多く含まれており、鍋料理やサラダ、浅漬け、お

ひたしなど様々な料理に使われている。 

問５． ○ 昭和８年に当時の京都府立農事試験場丹後分場で誕生した酒米で、高品質と高い評価を受けて

いたが、高い草丈が機械化に適さず、昭和４８年を最後に栽培が途絶えた。 

その後、「京都の米で京都の酒を造りたい」とする機運が高まり、関係者一丸となり復活に取り組み、平

成４年から再び栽培が開始された。  

 

「九条ねぎ」 

「花菜」 「たけのこ」 「みず菜」 「祝」 回答 

新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けている方への支

援や京都府農林水産物の消費喚起を目的に、「京料理、地元

農林水産物品持続支援プロジェクト」が立ち上げられ、京

都の食材を使ったレシピ動画が配信されています。 

当 JA特産「花菜」を使用した動画も近日公開予定です！ 
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